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（６）高徳（たかとく）鉱山跡ー追記
１２年ぶりに本鉱山を再訪した。これも、参考文献（１）で本鉱山の鉱山図を入手したことが、再

訪の動機の１つとなった。現地をより正確に探査できるであろうからである。また、再訪の動機のも
う一つは、ＧＰＳであるガーミンによる現地の経路ログを得ることであった。
かって（２００８年当時）現地へ車で進んで行けた林道は途中、途中で崩壊していた。山林の伐採

のために必要な所までの林道の補修はなされていたが、伐採地の先の林道は全く放棄されていた。図
１中のＥ点より先まで車で進んで行けたのであるが、現在(２０２０年）はＣ点までである。この所
にゲートがあり、一般車進入禁止になっていた。
現地を図１中に赤丸で囲っている。広範囲にわたって非常に沢山の坑口跡が現在でも残っている。

ズリらしい箇所も沢山ある。Ｃ点から徒歩となり、途中途中で林道が崩壊しているが、林道はほぼ平
坦で広く、沢も同じく緩やかで広い。徒歩で進むには何の苦労もない。ただ、現地全体は広範囲にわ
たっているので、１回で現地を回りきるためには充分に時間的余裕を必要としよう。

２０２０年３月

図１ 今市から１２１号線を北上して来ての現地への広域図。水色曲線がガーミンによる経路ログ
である。東武鬼怒川線の新高徳駅付近のＡ点当たりで、東に一直線に伸びている道に入る。Ｂ点で急
カーブして、林道らしい道に入り、北上して行く。Ｃ点が駐車したところ。ここまでは車。直ぐ先に
はゲートがあり、一般車進入禁止。赤丸で囲んだ一帯に多数の坑口、多数のプラトー、多数のズリが
ある。
ところで、ＡＢ間は本当に「直線道」である。何故か？ 正解：この道はかっては鉄道路であった。

廃線となり、現在は道路として生き残っているのである。
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図２ 図１の部分拡大図。Ｃ点は駐車地点。ここから徒歩。Ｄ点付近の右側の斜面には広いプラト
ーがあり、そこには多数の坑口跡がある。黄緑で坑口跡、茶色でズリらしい場所、赤線でプラトー地
を示している。林道を上流に少し進んで行くと、山の斜面に、倒壊寸前の小さい社があった。その辺
りに「神社」記号を描いておいた。Ｉ点付近の先で林道は寸断されて、消滅している。が、河床を進
んで先には行ける。林道寸断の手前の右側の斜面に２つの坑口。１つは林道水準にあり、覗くと、坑
口に石垣組があり閉塞されている。この坑口の少し上部に縦穴坑があり、深い。地下で、先の坑道と
繋がっているようである。それらは図３の鉱山図と対照すると「１号 」への坑口跡。
オソ沢の右岸となるＧ点付近の２カ所に坑口跡らしい場所があった。図３と対照すると、「１０号 」

への坑口跡。
Ｅ点は、本鉱山跡の一番の見所であり、既報通りの「高徳鉱山」現地である。オソ沢の更に上流に

も幾つかの坑口があった、Ｆ点付近である。Ｄ点当たりからの先の林道は、洪水により、至る所で崩
壊されているが、沢は広くて平坦であり徒歩での通行には問題はない。
梅ガ沢のＨ点付近の左岸に、林道水準にいくつもの坑口跡を確認。また、右岸に沿った新林道の開

削によるものであろう、林道脇に深い縦穴状の開口を確認。



- 3 -

図３ 参考文献（１）から複写掲載。探査で確定した位置Ｄ、Ｅ、Ｆ点を、さらにＩ，Ｇ，Ｈ点を図
２と対照させて、記入している。この鉱山図を拡大してみれば、結構沢山の坑口が記されている。こ
れを手引きとして、著者が紹介し切れていない箇所を探査するのも面白いであろう。既報も手引きと
なろう。
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鉱山跡写真

写真１ Ｃ点である。林道の先にゲート
が見えている。この付近に駐車し、徒歩
となる。ゲートのズッと先で、伐採が行
われていたので、その当たりまでの林道
は整備･補修されていた。

写真２ Ｄ点付近である。進んできた
林道の右側斜面に長いプラトー、奇妙
な陥没穴があり、鉱山跡らしさを漂わ
せている。このプラトーの上に、幾つ
かの坑口が並んでいる。最初の１つは
非常に深い縦穴。写真３参照。

写真３ 最初に見かけた坑口跡。深い
縦穴であった。

写真４ 林道から見たＤ点付近での連続
した坑口跡。
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写真５ Ｄ点付近の坑口群の少し上流側
の斜面に、林道から見かけた小さい社。
赤丸部分。立木に隠れている中央の小さ
い黒い部分。草木の生い茂った時期では
隠されて見えにくいかも知れない。写真
６を参照。

写真６ 林道から斜面を登って、社に近
接しての一葉。倒壊寸前であった。基礎
土台は確りとした石垣組であった。多分、
鉱山の安全などを祈願した社であろう。
大小様々であるが、このような社を、鉱
山跡で偶に見かける。

写真７ Ｅ点である。「高徳鉱山」跡であ
る。既報も参照すること。１２年前と比
べると、手前の沢が信じられないほど広
くえぐられている。が、先にある平地と
ズリ斜面は昔通りに生き残っており、簡
単に接近できる。ズリ斜面の上部はプラ
トーとなって、幾つかの坑口跡がある。
赤丸部分。

写真８ Ｅ点の上流側で右岸にあった坑
口。
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写真９ 写真８で示した坑口から内部を
覗く。

写真１０ Ｆ点付近。沢の右岸にあった
坑口跡。

写真１１ 写真１０で示している坑口
の内部の様子。水が溜まっているが、
入口に積み重なっている土砂をどけれ
ば、排水できるかも。

写真１２ 更に沢の上流。写真の中心、
沢の右岸に坑口跡がある。写真１３参照。
沢の左岸となる林道脇にあった手前左側
の人工的な丘、赤丸部分はズリであろう。
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写真１３ 写真１２で記している、沢
の右岸にある坑口跡。

写真１４ 写真１３で示した坑口の内
部を覗く。

写真１５ 林道を登ってきたＩ点付近。
先で林道が消滅している。林道前方の右
側の斜面に上下に２つの坑口跡。赤丸部
分。写真１６、１７を参照。「１号 」
への坑口跡と判断。

写真１６ その一つ。上にあった縦穴坑。
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写真１７ 林道水準にあったもう一つ。
入口が石垣組で閉じられている。

写真１８ Ｇ点付近。写真の中央部の細
い黒帯部分がかろうじて残っている坑口
跡の一部であろう。赤丸部分。土砂崩壊
でほぼ埋まりかけている。

写真１９ 写真１８の黒い帯の部分に接
近して、中を覗く。入口部分の大半に土
砂が積もっているが、穴は奥に続いてい
るように見える。

写真２０ 写真１８、１９で示した坑
口跡より少し下流にあった「坑口跡」ら
しい箇所。赤丸部分。写真中央部の斜面
の凹み方が埋没した坑口跡らしい様相を
している。
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写真２１ 梅ガ沢のＨ点付近の左岸に
はいくつもの坑口跡を確認。そのうち
の２つ。黒い部分がそれ。赤丸部分。
この付近には多数の坑口跡がある。坑
口付近からの内部の様子、他の坑口跡
の写真紹介は省略。

写真２２ 近年に拡幅されたであろう林
道脇にあった「黒い穴」。赤丸部分。沢
の右岸である。覗くと深い縦穴のようで
ある。思うに、図３を参照すると、Ｄ点
付近から掘り進んできた坑道の末端を、
林道の拡幅或いは開削で、掘り当てたの
ではなかろうか。

参考文献
（１）「地下資源調査報告書 第１号」、栃木県、１９５６年。
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（６）高徳（たかとく）鉱山跡
今市市の高徳にある（参考文献（１）の実施年は１９７９年である）。地形図に従って進めばよい

のだが、初回ではまごつこう。東武鬼怒川線の「しんたかとく」駅の所に目を向けると、この駅近く
から東の方向にほぼ直線で延びている道がある。この道はかっては鉄道であった。廃線の残りである。
「下の原」の文字の北当りで、この道は北に急カーブし、送電線の下と通過する。北上していくと、
橋を渡った先にゴミ焼却場がある。ゴミ焼却場の少し上流で、車止めがあり、ここから歩くことにな
る。途中に幾つかの廃坑がある。最初、十号坑跡は皆目わからなかった。が、何度か探査して、その
場所がわかった。高徳坑跡は沢を左手にして、林道をずっと先に進む。そのうちに林道の左手で沢の
先に、ズリが良く。高徳鉱山跡である。図中の上の赤丸印の位置。林道から沢を渡って広い所に立つ
と、一体がズリである（写真）。目の前はズリの斜面となっている。ズリはたくさんあるが、石英塊
は全く見られない。石英片は少なく、極々小さい石英片ならばあることはある。ズリ斜面を登り切る
と、幾つかの廃坑がある（写真）。鉱山跡であることはこれで確認できる。ズリの中の小さい石英片
には、閃亜鉛鉱か方鉛鉱らしいものは見つけられた。
ズリ斜面をシャベルで大規模に掘り崩せば、良いズリが露出するのかもしれないが、それまでする

気力はなかった。３０年以上の年月の長さを感じた。沢の上流にも廃坑がある。が、めぼしいズリは
確認できなかった。
後日にようやく十号坑らしい箇所を見つけた。林道から沢を横断した先の少し平坦な林の中にあっ

た。十号坑は林の中に隠れていた。図中の下の赤丸印の位置。朽ちかけた木柵の先がどうも坑口らし
い（写真）。辺りにはめぼしい鉱物を見つけることができなかった。
車止めの少し先から、沢に入り、高徳坑跡まで沢を探査した。特に難しいところもなく、大雨の後

以外ならば、沢歩きに結構な沢である。ここで、蛋白石、めのうらしい石を収集した。

下の赤丸が十号坑跡。上の赤丸が高徳坑跡。

地図 国土地理院２万５千分の１地形図「鬼怒川温泉」
探査日 ２００８年１０月、その他の日
参考文献
（１）「鉱物観察ガイド」、松原聡、東海大学出版。
（２）「鉱物採集の旅-１ 東京周辺を訪ねて」、加藤昭、松原聡、築地書館
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鉱山跡写真

高徳鉱山跡。正面には広いズリ斜面がある。ズリの上部は平坦であり、坑口跡がある。

ズリの上部にある坑口跡の一つ。崩壊が著しい

十号坑跡らしい。
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採集鉱物写真
この鉱山の主要鉱物は閃亜鉛鉱と方鉛鉱のようである。ズリなどから、鉱物を採集したが、ほとん

どの鉱物は風化、劣化が激しく、かつ結晶形も明瞭ではない。かち割って新しい結晶面を出してみた、
実体顕微鏡で覗くと、ある結晶面の部分は方鉛鉱のようである。

品名 閃亜鉛鉱 金属亜鉛の主要と言うよりは唯一の原料鉱物
化学組成 ＺｎＳ
色 黒～黄まで様々
光沢 樹脂・ダイヤモンド
条痕色 黄・褐色
比重 ４．０
硬度 ３．５
結晶系 立方晶系
劈開 四方向に完全
共生鉱物 石英など
解説
（１）方鉛鉱と一緒に産出されることが多く、方鉛鉱と間違われる場合が多い。と言うことは、識別
がしにくいと言うこと。

品名 方鉛鉱 金属鉛の主要原料鉱物
化学組成 ＰｂＳ
色 鉛灰
光沢 金属
条痕色 鉛灰
比重 ７．６
硬度 ２．５
結晶系 立方晶系
劈開 三方向に完全
共生鉱物 石英など
解説
（１）鉛の精錬は簡単である。方鉛鉱を薪などの火の中に入れ、燃え残った灰の中から金属となった
鉛を取り出せばよい。

石英の母岩に方鉛鉱と閃亜鉛鉱が成長していると考えているが、
風化が大きい上に、結晶性も悪いので、識別は難しい。
両方が混在しているようである。
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品名 蛋白石（めのう、玉髄）
化学組成 ＳｉＯ２・ｎＨ２Ｏ
色 白、その他
光沢 金属
条痕色 鉛灰
比重 ２．１～２．７
硬度 ６～７
結晶系 非晶質
劈開 なし
共生鉱物 石英など
解説
（１）虹色に煌めく見栄えの良い物はオパールと呼ばれる。

丸くなっている凝灰岩を割ったら蛋白石が内部にあった。
縞々模様があるのでめのうとして良いであろう。
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追記
参考文献（３）を閲覧することができた。４５年以上前の資料を基に書かれたものである。その中

に高徳鉱山の項があり、鉱山について詳細に記述がなされていた。鉱山の「位置図および見取図」も
掲載されていた。以下に、この図を複写掲載している。高田高徳坑、十号坑、山神坑、鯛生坑の位置
が明記されている。この図と現在の地形図を対照させて、現地の探査を行った。探査日２０１０年１
１月下旬。

参考文献（３）「日本の鉱床総覧（上巻、下巻）」、日本鉱業協会、１９６５年、非売品。

参考文献（３）からの複写掲載。
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最新地形図に探査結果を書き入れている。黄緑色は坑口跡。赤線囲いはズリの跡である。文献と対
応から、中央４４４ｍ野山の右側の坑口跡は山神坑跡、左側沢の左が十号坑跡、ズリのあるところが
高田高徳坑跡、送電線下が鯛生坑跡、と判断した。なを、記載していないが、この地区には、これら
以外にも坑口跡らしい穴が散在している。

山神坑跡の１つの坑口跡

十号坑跡にあった潰れかけている坑口跡
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鯛生坑跡にあった坑口跡。非常に綺麗でしっ
かりしていた。最近このあたり一体が伐採さ
れたので、見晴らしがよい。


